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明
科
公
民
館
は
7
月
25
日
、
明
科
歴

史
探
訪
講
座
「
大
逆
事
件
サ
イ
ド
ス
ト

ー
リ
ー
」
を
開
催
し
、
43
人
が
参
加
し

た
。
講
師
は
安
曇
野
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
の
大
澤
慶
哲
さ
ん
。
今
回
は

大
逆
事
件
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
運
命
が
変
わ
っ
た
高
木
顕
明
と

そ
の
家
族
、
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
森
近

運
平
に
焦
点
を
あ
て
て
事
件
を
語
っ
た
。

　

大
逆
事
件
は
、
明
治
天
皇
の
暗
殺
を

計
画
し
た
と
し
て
、
多
く
の
社
会
主
義

者
や
無
政
府
主
義
者
が
検
挙
さ
れ
た
事

件
で
、
幸
徳
事
件
と
も
い
わ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
明
科
で
発
生
し
た
事
件
か

ら
始
ま
っ
た
。
臨
時
工
と
し
て
明
科
に

や
っ
て
き
た
宮
下
太
吉
が
爆
裂
弾
を
製

造
し
、
爆
破
実
験

を
行
っ
た
。
社
会

主
義
者
の
管
野
ス

ガ
が
宮
下
ら
3
人

と
、
爆
裂
弾
に
よ

る
天
皇
暗
殺
を
計

画
し
た
と
し
、
幸

徳
秋
水
を
含
む
5

人
が
逮
捕
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
事
件

は
こ
れ
で
終
わ
る

は
ず
だ
っ
た
が
、
元
老
の
山
県
有
朋
か

ら
命
を
受
け
、
当
時
の
内
閣
総
理
大
臣

の
桂
太
郎
は
社
会
主
義
者
の
一
掃
を
図

る
き
っ
か
け
と
し
た
の
で
あ
る
。
た
ま

た
ま
上
京
し
幸
徳
宅
に
集
ま
っ
た
者
た

ち
は
、
大
逆
の
謀
議
を
行
う
た
め
だ
っ

た
と
さ
れ
、
関
係
者
が
立
ち
寄
っ
た
先

の
大
阪
、
熊
本
で
芋
づ
る
式
に
検
挙
さ

れ
た
。
26
人
が
大
逆
罪
で
起
訴
さ
れ
、

そ
の
中
に
高
木
と
森
近
も
い
た
。

　

真
宗
大
谷
派
の
僧
侶
で
あ
っ
た
高
木

は
、無
期
懲
役
に
減
刑
さ
れ
た
も
の
の
、

僧
籍
削
除
さ
れ
た
事
に
絶
望
し
、
監
獄

内
で
自
死
す
る
。
高
木
の
妻
と
養
女
は

寺
を
追
わ
れ
、
養
女
の
加
代
子
は
芸
者

に
売
ら
れ
た
も
の
の
、
晩
年
に
料
理
屋

を
開
業
し
成
功
を
収
め
、
天
理
教
高
代

分
教
会
の
教
会
長
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
森
近
は
死
刑
判
決
後
、
地
元

で
助
命
嘆
願
運
動
が
起
き
た
が
、
判
決

後
わ
ず
か
6
日
で
死
刑
が
執
行
さ
れ
た
。

死
刑
執
行
後
は
地
元
の
空
気
は
一
変

し
、
今
で
も
森
近
に
つ
い
て
語
ら
れ
る

事
は
な
い
そ
う
で
あ
る
。

　

１
人
の
証
人
調
べ
も
な
く
、
公
判
か

ら
わ
ず
か
1
カ
月
足
ら
ず
で
結
審
し
た

暗
黒
裁
判
は
、
平
成
時
代
に
一
部
の
事

件
関
係
者
の
名
誉
回
復
が
図
ら
れ
た

が
、
令
和
の
現
代
で
も
考
え
さ
せ
ら
れ

る
内
容
だ
っ
た
。

　

7
月
11
日
、
三

郷
小
学
校
第
二
体

育
館
に
お
い
て

「
情
報
モ
ラ
ル
講

演
会
」
が
三
郷
公

民
館
と
三
郷
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
、

長
野
県
生
涯
学
習

推
進
セ
ン
タ
ー
、

三
郷
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
共
催
で
開
催
さ
れ
た
。
講
師
に
み
や

ば
や
し
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
宮

林
麻
里
さ
ん
を
迎
え
、
前
半
は
4
～
6

学
年
の
児
童
も
一
緒
に
聞
く
「
親
子
の

部
」、
後
半
は
「
親
の
部
」
と
い
う
二

部
構
成
で
進
め
ら
れ
７
８
０
人
余
り
の

参
加
者
が
学
ん
だ
。

　
「
親
子
の
部
」
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
と

は
携
帯
ゲ
ー
ム
機
や
ス
マ
ホ
、
パ
ソ
コ

ン
、
テ
レ
ビ
な
ど
情
報
を
伝
え
る
仲
介

を
す
る
も
の
と
い
う
説
明
か
ら
始
ま
っ

た
。
ゲ
ー
ム
を
始
め
る
適
齢
期
は
現
実

と
空
想
の
区
別
が
つ
く
8
～
10
歳
で
あ

る
こ
と
、
メ
デ
ィ
ア
と
仲
良
く
し
す
ぎ

る
と
脳
が
委
縮
し
た
り
す
る
な
ど
の
悪

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
、
気
が
付
か
な
い

う
ち
に
や
め
ら
れ
な
く
な
る
の
は
病
気

で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
メ
デ
ィ
ア
の
向

こ
う
に
は
悪
い
大
人
が
い
て
犯
罪
に
利

用
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
伝

え
ら
れ
た
。
楽
し
む
場
所
や
時
間
な
ど

の
ル
ー
ル
を
決
め
て
上
手
に
付
き
合

い
、
子
ど
も
の
健
康
に
一
番
必
要
な
早

寝
、
早
起
き
、
朝
ご
飯
、
遊
び
や
運
動

を
し
て
丈
夫
な
脳
と
体
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
と
締
め
く
く
っ
た
。

　
「
親
の
部
」
で
は
、
日
本
小
児
科
医

会
「
子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
」
の
問
題
に

対
す
る
提
言
や
、
松
本
市
の
小
中
学
校

「
電
子
メ
デ
ィ
ア
機
器
等
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」
結
果
の
概
要
が
紹
介

さ
れ
、
ゲ
ー
ム
依
存
は
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
と
同
様
の
病
気

に
認
定
さ
れ
た
こ
と
、
重
症
の
依
存
に

な
っ
た
場
合
に
は
抜
け
出
す
こ
と
が
非

常
に
難
し
い
こ
と
、
子
ど
も
を
依
存
か

ら
遠
ざ
け
る
た
め
に
親
子
で
一
緒
に
話

し
合
い
な
が
ら
ル
ー
ル
を
決
め
て
文
書

に
残
し
家
族
全
員
で
守
る
こ
と
な
ど
の

提
言
が
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
子
ど
も
に
危
険
が
迫
っ
て

き
て
い
る
と
き
は
、
た
と
え
憎
ま
れ
て

も
そ
の
危
険
か
ら
守
る
覚
悟
を
持
つ
こ

と
、
子
ど
も
に
と
っ
て
「
都
合
の
い
い

親
」
に
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
親
の
在
り

方
を
語
っ
た
。

　

三
郷
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
の
内
山

文
明
さ
ん
は
、
お
礼
の
言
葉
と
し
て
、

「
親
は
子
ど
も
の
手
本
に
な
る
こ
と
、

メ
デ
ィ
ア
が
健
康

に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
た
り
、
犯
罪
に

つ
な
が
る
恐
ろ
し

さ
を
持
つ
こ
と
を

知
っ
て
お
き
、
メ

デ
ィ
ア
に
対
す
る

勉
強
を
続
け
る
こ

と
が
大
事
で
、
今

後
の
子
育
て
に

役
立
て
た
い
」
と

語
っ
た
。

大
逆
事
件

サ
イ
ド
ス
ト
ー
リ
ー

親
子
で
学
ん
だ

メ
デ
ィ
ア
と
の
付
き
合
い
方
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地域文化祭の開催 ・作品募集
日ごろの活動の成果であるご自慢の作品・一芸を文化祭で発表しませんか。
出展点数は作品内容によって異なりますので、各地域公民館へお問い合わせください。
また、文化祭に出展された作品の中から、令和２年３月開催の「安曇野市総合芸術展」の 

出展作品が選ばれます。皆さんの出展をお待ちしています。
※なお、都合により時間などが変更になる場合があります。

豊科　　問い合わせ先：豊科公民館（472－2158　673－6401）　　

穂高　　問い合わせ先：穂高公民館（482－5970　682－3990）

三郷　　問い合わせ先：三郷公民館（477－2109　677－6060）

堀金　　問い合わせ先：堀金公民館（472－5796　672－4900）

明科　　問い合わせ先：明科公民館（462－4605　662－5894）

募集内容
盆栽 ･ 山野草 ･ 木彫石彫 ･ 生花 ･ 絵画 ･ 彫刻・彫塑・手工芸 ･ 短歌俳句 ･ 和洋裁 ･ 写真 ･ 絵画 ･
書道 ･ 菊花など

申込み期限 8 月 30 日（金）※地域回覧で周知済み 申込み方法 三郷公民館窓口で所定の用紙に記入

展示日程
（展示場所）

文化産業展（三郷文化公園体育館）
展　示：10 月 12 日（土）午後１時～ 8 時
　　　　 13 日（日）午前 9 時～午後 4 時
搬　入：10 月 12 日（土）午前 9 時～ 10 時
片付け：10 月 13 日（日）午後 4 時～ 5 時

菊花展（三郷公民館ロビー）
展　示：10 月 29 日（火）～ 11 月 2 日（土）

午前 9 時～午後 9 時
※ 2日（土）は午後 3 時まで

搬　入：10 月 28 日（月）
午後１時～ 3 時

片付け：11 月 2 日（土）
午後 4 時～ 5 時

ステージ発表
（開催場所）

ふれあいコンサート（三郷中学校 講堂）
開催日時：10 月 19 日（土）　
午前 9 時～正午

芸能発表会（三郷公民館　講堂）
開催日時：11 月 2 日（土）　午前 9 時～午後 3 時

募集内容 書道・写真・絵画・手工芸・俳句短歌・歴史・生活・菊花・生花など

申込み期限 個人で出品される方　10月10日（木） 申込み方法 堀金公民館窓口で所定の用紙に記入

展示日程
（展示場所）

作品展示（堀金総合体育館メインアリーナ）
展　示：10 月 25 日（金）～ 27 日（日）

午前 9 時～午後 8 時　
※ 10 月 27 日（日）は午後 4 時まで

搬　入：10 月 24 日（木）午前 9 時～午後 5 時
片付け：10 月 27 日（日）午後 4 時～ 5 時

堀金一周駅伝大会
開 催 日：11 月 3 日（日・祝）　　　
発走場所：堀金支所正面駐車場
オープン参加：午前 9 時 15 分～
発走時間：午前 9 時 45 分～

ステージ発表
（開催場所）

芸能祭（堀金総合体育館サブアリーナ）
開催日：10 月 26 日（土）
午前 11 時 30 分～午後 5 時（予定）

募集内容
書道・水墨画・絵画・写真・彫刻・彫塑・陶芸・和洋裁・手芸・織物・押花・押絵・生花・菊花・
盆栽・俳句短歌・学習発表など

申込み期限 ９月 30 日（月） 申込み方法 明科公民館窓口で所定の用紙に記入

展示日程
（展示場所）

作品展示（明科公民館）
展　示：11月2日（土）
　　　　 ～4日（月）
午前 9 時～午後 5 時
※11月4日（月）は午後 3 時まで

搬　入：11月1日（金）午後 1 時～
片付け：11月4日（月）午後 3 時～

ステージ発表
（開催場所）

お楽しみサロン（明科公民館講堂）
11 月 2 日（土） 午前 10 時～午後 3 時

芸能発表会（明科公民館講堂）
11 月 3 日（日・祝） 午前 10 時～午後 2 時

オーケストラコンサート
（明科公民館講堂）
 11 月 4 日（月）
午前 10 時～正午

募集内容 絵画・水墨画・書道・写真・彫刻・彫塑・工芸・菊花・盆栽など

申込み期限 ９月 20 日（金） 申込み方法 豊科公民館窓口で所定の用紙に記入

展示日程
（展示場所）

美術・一般作品（豊科公民館）
展　示：11 月 8 日（金）～ 11 月 10 日（日）
　　　　　午前 9 時～午後 5 時
　　　　　※ 11 月 10 日（日）は午後 3 時まで
搬　入：11 月 7 日（木）午前 9 時～
片付け：11 月 10 日（日）午後 3 時～

菊花展（豊科交流学習センター「きぼう」回廊中庭）
展　示：10 月 31 日（木）～ 11 月 4 日（月）

 午前 9 時～午後 4 時
搬　入：10 月 30 日（水）午後１時 30 分～
片付け：11 月 5 日（火）午前 8 時 30 分～

華道展・書道展（豊科交流学習センター「きぼう」）
　　　　　　　展　示：11月2日（土）～4日（月）
　　　　　　　　　　　午前9時～午後5時
　　　　　　　※11月4日（月）は午後3時まで
短歌大会（豊科公民館　講座室）
開催日：11 月 16 日（土）

俳句大会（豊科公民館　大会議室）
開催日：11 月 17 日（日）

ステージ発表
（開催場所）

芸能発表会（豊科公民館　大ホール）
開催日時：11 月 3 日（日・祝）

午前8時30分～午後5時
（各種出演者募集）

※出演団体による実行委員会を組織します。

募集内容
書道・絵画・写真・短歌俳句・陶芸・彫刻・彫塑・手工芸・木彫・菊花・踊り・合唱・器楽・
カラオケなど

申込み期限 9 月 28 日（土） 申込み方法 穂高公民館窓口で所定の用紙に記入

展示日程
（展示場所）

総合美術展（穂高総合体育館）
展　示：11 月 2 日（土）～ 4 日（月）

午前 9 時～午後 5 時　
※ 4 日（月）は午後 3 時まで

搬　入：11 月 1 日（金）午後 1 時
片付け：11 月 4 日（月）午後 3 時

あづみ野菊花展（穂高神社）
展　示：10 月 27 日（日）～ 11 月 10 日（日）

　　　　 午前 9 時～午後 5 時
　　　　 ※ 10 日（日）は午後 4 時まで
搬　入：10 月 23 日（水）～ 24 日（木）
　　　　※予備日 25 日（金）
片付け：11 月 11 日（月）

盆栽・山野草展（穂高神社）
展　示：10月18日（金）～20日（日）

　　　　 午前9時～午後4時
　　　※20日（日）は午後3時まで

ステージ発表
（開催場所）

芸能まつり（穂高会館講堂）
カラオケ：11 月 2 日（土）

午前 9 時～午後 2 時
一部：11 月 3 日（日・祝）
　　　午前 9 時 30 分～午後 3 時 
二部：11 月 4 日（月）午前 9 時～正午
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7
月
12
日
、小
説「
安
曇
野
」

で
知
ら
れ
る
臼
井
吉
見
の
「
れ

ん
げ
忌
」に
墓
参
と
講
演
会
が
行
わ
れ
、

文
学
館
か
ら
田
尻
の
墓
地
ま
で
歩
き
故

人
を
し
の
ん
だ
。
没
後
32
年
、
昔
の
こ

と
の
よ
う
だ
が
最
近
の
こ
と
の
よ
う
に

も
思
え
る
。
い
つ
し
か
脳
裏
に
臼
井
吉

見
が
作
詞
を
手
掛
け
た
堀
金
中
学
校
の

校
歌
が
流
れ
て
い
た
。　
　
（
Ｔ
・
Ｙ
）

　

豊
科
公
民
館
は
7
月
12
日
に
出
会

い
・
ふ
れ
あ
い
・
生
き
が
い
セ
ミ
ナ
ー

の
１
回
目
「
花
と
生
き
物
が
棲す

む
庭
づ

く
り
」
を
開
催
し
、40
人
が
参
加
し
た
。

　

講
師
の
ガ
ー
デ
ン
フ
ァ
ー
ム
ラ
イ
フ

オ
ブ
安
曇
野
会
員
の
片
桐
厚
子
さ
ん

は
、
四
季
折
々
の
庭
の
様
子
を
写
真
を

交
え
な
が
ら
話
し
た
。
蝶
が
飛
び
交
う

庭
「
バ
タ
フ
ラ
イ

ガ
ー
デ
ン
」
作
り

の
た
め
、
蝶
が
好

む
植
物
を
植
え
た

り
、
消
毒
を
せ
ず

に
無
農
薬
管
理
を

し
た
り
す
る
な
ど

工
夫
し
て
い
る
話

に
、
受
講
者
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
て

い
た
。

　

明
科
公
民
館
は
7

月
9
日
に
楽
し
い
認

知
症
予
防
講
座
「
音

楽
で
脳
を
活
性
化
し

ま
し
ょ
う
」
を
開
催

し
た
。

　

講
師
は
日
本
音
楽

療
法
学
会
認
定
音
楽

療
法
士
の
杉
本
裕
子

さ
ん
。音
楽
療
法
は
、

音
楽
の
持
つ
生
理
的
、
心
理
的
、
社
会

的
働
き
を
用
い
て
行
わ
れ
る
治
癒
的
、

教
育
的
技
法
で
、
認
知
症
の
予
防
や
進

行
抑
制
に
も
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

講
師
の
指
導
の
下
、
26
人
の
参
加
者

は
懐
か
し
い
歌
を
聞
い
た
り
、
歌
っ
た

り
し
な
が
ら
、
椅
子
に
座
り
体
を
動
か

し
て
、
心
身
の
機
能
向
上
を
図
っ
て
い

た
。

　

穂
高
公
民
館
は
7
月
4
日
に
「
教
育

講
座
・
幸
せ
な
子
育
て
が
で
き
る
た
め

に
」
を
開
催
し
た
。
講
師
は
、
ア
ド
ラ

ー
心
理
学
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
認
定
子
育

て
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
百
瀬
敬

子
さ
ん
。
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
を
は

じ
め
幅
広
い
年
代
の
25
人
が
熱
心
に
受

講
し
た
。

　

ア
ド
ラ
ー
心
理
学
で
は
、
幸
せ
の
3

つ
の
条
件
は
「
自
己
肯
定
感
＝
あ
り
の

ま
ま
の
自
分
を
受
け
入
れ
る
」「
他
者

　

7
月
7
日
、
三
郷
公
民
館
講
堂
に
地

区
公
民
館
役
員
が
集
ま
っ
た
。
藤
松
三

郷
公
民
館
長
の
「
苦
労
の
中
に
も
楽
し

み
を
」
と
い
う
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
第

1
部
は
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

「
人
集
め
の
苦
労
や
工
夫
」「
特
色
あ
る

事
業
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
日
ご
ろ

の
活
動
に
つ
い
て
の
苦
楽
を
分
か
ち
合

っ
た
。

　

第
2
部
は
ス
ポ

ー
ツ
推
進
委
員
の

指
導
に
よ
り
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
の
体

験
会
が
行
わ
れ
、

囲
碁
ボ
ー
ル
や
ボ

ッ
チ
ャ
な
ど
を
通

じ
て
、
役
員
同
士

の
交
流
を
深
め

た
。

信
頼
＝
他
者
を
信
頼
し
受
け
入
れ
る
」

「
他
者
貢
献
＝
貢
献
さ
せ
て
も
ら
え
る

こ
と
を
感
謝
す
る
」
で
あ
る
と
の
理
論

に
基
づ
き
、
家
庭
や
学
校
で
の
具
体
例

を
示
し
な
が
ら
話
し
た
。

　

ま
た
、
知
り
合

い
で
な
い
受
講
者

と
ペ
ア
に
な
っ
て

自
己
紹
介
を
し
た

り
、
会
話
を
し
た

り
す
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
取
り
入

れ
て
、
講
座
は
楽

し
く
進
ん
だ
。

　

堀
金
公
民
館
は
6
月
27
日
、
音
楽
家

の
西
山
紀
子
さ
ん
を
講
師
に
「
童
謡
・

唱
歌
・
心
の
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
」
講

座
を
同
館
ス
タ
ジ
オ
で
開
催
し
た
。

　

22
人
が
参
加
し
、
童
謡
と
唱
歌
の
違

い
、
そ
の
歌
が
つ
く
ら
れ
た
時
代
背
景

な
ど
を
学
び
な
が
ら
合
唱
し
た
。

　

穂
高
の
有
明
高

原
寮
と
ゆ
か
り
の

あ
る
「
と
ん
が
り

帽
子
」
や
、「
山

小
舎
の
灯
」「
青

い
山
脈
」
な
ど
の

懐
か
し
い
曲
、「
信

濃
の
国
」「
ふ
る

さ
と
」
な
ど
の
歌

声
が
響
い
た
。

　

カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
に
録
音
さ
れ
た
昭
和
初
期
の
少
女
歌

手
の「
雨
降
り
お
月
」や「
カ
ナ
リ
ヤ
」の

歌
声
を
聞
き
、往
時
に
思
い
を
は
せ
た
。

　

講
座
は
10
月
ま
で
毎
月
１
回
開
催
さ

れ
、
季
節
や
行
事
に
合
わ
せ
て
童
謡
や

唱
歌
を
一
緒
に
歌
う
。

花
と
生
き
物
が
棲
む

　
　
　
　
　
庭
作
り

公
民
館
役
員
研
修
会

欅
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音
楽
で
楽
し
く

　
　
認
知
症
予
防

童
謡
・
唱
歌

　
心
の
歌
を
歌
う

幸
せ
な
子
育
て
が

　
　
で
き
る
た
め
に


